
2021 年に第 59 回現代詩手帖賞を受賞し、第一詩集『なん
かでてるとてもでてる』が話題を呼んだ詩人・蜆シモーヌ、
待望の第二詩集刊行。装幀＝鈴木規子

そこにある、やってくる、拡散する言葉／声のうねりにのみ込まれる。

蜆シモーヌ、待望の第二詩集。

著者プロフィール

蜆シモーヌ（しじみ・しもーぬ）
1979 年生まれ。第 59回現代詩手帖賞受賞。

詩集『なんかでてるとてもでてる』（思潮社、2021 年）。
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ぴりか／ぴりか／ここは楽園です。（「ぴりか」）

ひとはみずからを／模倣して／なにももたずに、そこをでていく
（「春のために」）


